
長崎大学病院任意様式 ver1.0 

情報公開文書 

 

2023 年６月１１日作成 

Ver.３ 

COVID-19陽性褥婦のメンタルヘルスについての後方視的検討 

 

1、研究の目的と意義 

 近年の COVID-19流行により入院中の面会制限や立ち合い分娩不可のみならず分娩形態まで

も変化しているのが現状です。当院は COVID-19陽性となった妊婦の内、妊娠 38週以降の

妊婦は帝王切開術を施行してきました。帝王切開術後は母児分離となり褥婦は退院まで児と直

接面会できず授乳もできません。そのため母児分離となった褥婦は愛着形成が不十分となり育

児不安が増強するのではないかと考えました。本研究の目的は COVID-19陽性となり特殊な

環境下での分娩・育児が及ぼす褥婦への影響を明らかにすることです。今回の研究により今後

の褥婦への精神的支援や育児支援のあり方を検討し助産ケアの向上につなげることができると

考えています。 

 

2、対象となる患者さん 

①COVID-19陽性：2021年 8月 1日から 2023年 3月 31日の期間に長崎大学病院にて

帝王切開術で分娩し産後健診を受けた褥婦 

②COVID-19陰性：2021年 8月 1日から 2023年 3月 31日の期間に長崎大学病院にて

妊娠 36週 0日以降に帝王切開術で分娩し産後健診を受けた褥婦 

 

3、研究の方法 

対象となる褥婦のエジンバラ産後うつ病質問票と赤ちゃんへの気持ち質問票を集計し、

COVID—19陽性だった方と陰性だった方の結果を比較、分析します。 

 

4、研究に用いる情報 

・年齢・分娩週数・分娩歴・児の体重・児の 5分後のアプガースコア 

・児のNICU・GCU入院の有無・退院後に過ごす場所・精神・心療内科受診歴の有無 

・エジンバラ産後うつ病質問票（出産時、1ヶ月健診時）・赤ちゃんへの気持ち質問票（出産

時、1ヶ月健診時） 

・COVID—19陽性者：症状の有無、妊娠管理施設の別、母児分離期間 

  本研究は診療録より上記の情報を収集し実施する研究です。 

研究者等は研究対象者より情報の利用拒否の申し出があった場合はその研究対象者の研究に

関するすべての情報を解析対象から外します。 

本研究で利用する情報について詳しい内容をお知りになりたい方は下記の「お問い合わせ

先」までご連絡ください。  

  

 

5、研究期間 



 

 

 

研究機関長の許可日～2024年８月 31日 

 

6、外部への試料・情報の提供 

該当なし 

 

7、研究実施体制 

この研究は長崎大学病院のみで実施する研究です。 

≪研究責任者≫ 

長崎大学病院 6階西病棟 池田香奈子 

 

8.お問い合わせ先 

研究責任者 

長崎大学病院 6階西病棟 池田香奈子 

〒852－8501 長崎市坂本 1丁目 7番 1号 

電話：095（819）7388  FAX 095（819）7884 

 

【ご意見、苦情に関する相談窓口】（臨床研究・診療内容に関するものは除く） 

苦情相談窓口：医療安全課 095（819）7616 

受付時間  ：月～金   9：00～17：00（祝・祭日を除く） 


